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関東地方 タケカゴ細工の展開

一 日本列島におけるカゴ細工の諸系列 (2)

中 村 俊 亀 智*

1.問 題提起

且.5つ の事例

 1.群 馬県利根郡月夜野町師

 2.千 葉県夷隅郡大原町深堀

 3.埼 玉 県大里郡寄居町

 4。東京都町田市中宿

 5,埼 玉 県秩父郡野上町

II,若 干の考察

1.問 題 提 起

 関 東地方 のタケカゴ細工は,東 北の タケカ ゴ細工 が素材の異な る3つ の カゴ細工の

流れ(ネ マガ リ・シノ ・マダケの カゴ細工)に よ って区切 られてい るのに対 し,お お

むね,マ ダケを素材 と した タケ カゴ細工の展 開 としてと らえることがで きる。関東地

                 はば                      かわだけ                         みだけ
方 の カゴ細工 は,マ ダケをいか した,巾 のひろい皮竹や身竹を利用 した大型 の クズハ

キ カゴ ・ショイカゴ ・養蚕 につかわれ る各種のカゴの盛行 によって特徴づける ことが

で きる。

 そ の 有 様 は,数 こ そ す くな い けれ ど も,NME(国 立 民族学博 物館National

Museum of Ethnologyの 略)所 蔵 の資料 によって うかが うことがで きよ う。NME

                               ざるめあみ                            ともぶち
所 蔵の標本には,廻 し竹 に巾2な い し3mmの 皮 竹 を用 いた共縁の旅 目編 の背負 カ

ゴや底すぼ まりの旅目編 の背負 カゴ もみ られ るが[文 部省史料館(以 下文 史 という)

1968:8,12],筑 目編の カゴの外側 に大 きな6つ 目のカ ゴをかぶせ た ,い わゆるク レ

コ ミの背負 カゴ[文 史1968:8]や6つ 目のカゴの目を 巾25mmの 身 竹でふ さい

だ 目潰 しの カゴ[文 史1968:8]が 印象的で ,小 さい ものでは,丈 夫な,量 感のあ

る東京湾 の海苔洗 いザル[文 史1968;36,50],コ メ アゲザル[文 史1968:50],

                                    つく
ミソコシザル[文 史1968:50],ま るいオカ メザル[文 史1968:56],や や 荒 い作 り

の カゴで は,6つ 目の野 菜カゴ[文 史1968:76]や カ ズギカゴ[文 史1968:78]な

どをあげる ことができる。

 そ れな ら,関 東地方の タケ カゴ細工は,手 法の うえで,ど のよ うな基礎 の上 に,そ
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して0ど のよ うな生産 ・生活 と結びついて,育 て られて きたのだろ うか。小文 は,最

近の採訪 の結果 を もとに して,こ の点 を追 ってみ た ものであ る。

 今 回 もまた,以 下の まとめにあた って0次 の原則を ま もることに した。

 1 採訪 にゆ くまえ,図 録[文 史1968]を 検 討 し,そ のなかか ら関東地方 のカゴ

細工 についての資料 をえらびだ し,そ の うち特徴 的なカゴについての記 事を手 掛 りに

して0所 用地 を確か め,現 在で もカゴを作 ってお られる方 々,ま たはご く最近までカ

ゴを作 ってお られた方 々をたず ねO

  a材 料 はどのように用意 されたか

  b カ ゴ はどのよ うに作 られたか

  c どの よ うなカゴが作 られてきたか

の3点 を 中心 に,お 話 をうかがい0そ の結 果を聞き書 の形 にまとめ,聞 き書を引用す

る形で,こ の小文を まとめた。

 2 これ らのお話 は,論 文 における引用 とま った く同 じように,い ちいち0話 に同

席 して下 さった方 々の名前 もいっ しょに,註 記 して根拠 を明らか にすべ きであ るが,

い ろいろ考 えたすえ,小 文 では一切本文中 には個人のお名前 はださない ことに した。

しか し,聞 き書を まとめる過程で書 きちがいや思いちがいがあったときには,す みや

かに訂正 させていただ きたいと思 う。

 3 こ の小文では,技 法 につ いての聞き書 を引用す るだけではな く,た とえそれが

その土地 のカゴ細工の代表的な例でないに して も,聞 きとりを確 め,理 解す るた めに,

自分 がつかえ るよ うなカゴを買 って きて,し ば ら く手元において使 い,ま た作 り方を

観察 し0そ の印象をつきあわせ てみた。 実際に カゴを作 ってお られ る方 々と,博 物

館 の資料 の整理か ら出発 したわた した ちとでは,カ ゴの見方 も自 ら当然異な るか も し

れないが,こ のように して,こ れまで気付 かれず にいた点をできるだけ掘 りおこそう

とつ とめた。

 4 カ ゴ細工 の用語は必ず しも一定 して いないが0こ こではご く簡単 に,カ ゴを作
           どうあみ ふち し あ                       こしだ        そこあみ

る過程については底編 ・胴編 ・縁仕上げ,そ れに底編から胴編へうつる過程の腰立て

の4つ を区別 し,タ ケ作りの過程では,タ ケを所定の長さに切り,そ れを縦割(唐 竹
                  こわり                        へ

割)す る過程,そ れをさらに細かく割 る小割,タ ケの厚さをそろえるタケ剥ぎの4過
                       かわだけ  みだけ

程を区別した。カゴを編む材料としてのタケには,皮 竹と身竹をわけ,6つ 目や旅目
                だけ                            たちだけ              まわ

で水平方面にいれてあるタケを廻 し竹,タ テ方向にいれ られているタケを立竹という
                   ちからぼね            よ  めあみ  む

ことに し,補 強のためいれ る丈夫な タケを力骨 とした。編み方には0                               4つ目編,                                    6つ
           いちまつ                             めつぶ       ざるめあみ   あじろあみめあみ

目 編,網 代 編,旅 目 編 市 松,そ れ に 目 を 廻 し竹 の 仲 間 で ふ さ ぐ 目潰 し,目 を や や あ け
 め す            ふちま だけ         まきぐち    じやばらま

る 目 透 き,縁 仕 上 げ に つ い て は,縁 巻 き竹 を つ か って 縁 を か が る 巻 口 仕 上 げ 蛇 腹 巻
     の だぐちし あ                            ともぶち

き0そ れに野田口仕上げ,縁 巻き竹をつかわず立竹同志を組合せて縁をつくる共縁な

どの用語をつかうことにした。筑目編に6つ 目をかぶせ るカゴの編み方を,こ こでは,
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くれ こみ とい うことに した。なお,小 文ではザル もカゴも,ひ とまとめ に してカ ゴと

よぷ ことに した。

 5 地 元 での呼び名は,従 来 の慣例 に したが って片仮 名で表記 し,聞 き書か らの引

用には*を つ けて拠 りどころをあき らかに した。

 6 関 東 地方の タケカゴ細工で は,以 下 にとりあげた もの以外,ど うして も伊豆七

島のカゴ細工 につ いて触れねばな らない。 しか し,そ れについては昔 まとめたことも

あ り'[中 村1969:309-312],南 西 諸 島の カゴ細工 との関係 も問題に しなければなら

な くな るので,こ こでは触れない ことに した。また,関 東地方の タケカゴ細工 の展開

を考え る場合,近 郊農業 と結びついた疏菜 出荷用 のカゴ細工 についても是非 問題 に し

なければな らないが,ど う した わけか,今 回 の 採訪では寄 ることができなかったの

で,別 の機会 に,あ らた めて確か めなおす ことに したいと思 う。 また,家 庭 の台所用

のザルや カゴについても,こ こで は時間的に とりあげられなか ったので別の機会 をま

ちた い。

皿. 5つ の 事 例

        っき よ の まちもろ

1.群 馬県利根郡月夜野町師

  a.材 料 はどの ように して用意 されたか

 関 東地方 は,お おまかにみて,関 東平野 とそれを とりま く周囲 の山地の地帯,そ し

て海岸地帯の3つ にわけてみ る ことがで きる。その うち山間の地帯で は,ど のよ うな

タケカゴ細工が行われていたのだろ うか。

 月 夜野 町は人 口ll,000,面 積70.8km2,こ の地方 の中心地の沼 田市か ら町の 中心

まで は約6km,町 の 中心か ら上越国境 まで は約25 kmの 場所 にあ る。 町のまんな

かを利根川 と国道291号 線 がは しり,そ の両側の標高400mか ら55 mに か けて,

段丘 の うえに聚落が いとなまれ,水 田が階段状 にひらかれてい る。

 こ こで はカゴ細工 にマダケがつかわれて いる。 「材料 のマダ ケには,縁 巻 きにつか

う1年 目のシ ンコ以外03年 か ら6年 までの ものが適 してい る*」 とい う。 毎年9月

か ら冬 至まで のあいだに切 った タケは年 中つか えるとい って,そ のあいだに切 りため

てお く。タケ切 りには竹籔か ら1本1本 選んで切 って くるの と,ま とめて束に して買

う場合 とがあ り,タ ケの1束 は昔 は9本 で,下 か ら3節 目の周囲の長 さによ って,

30・3cmは1本1束027.3 cmも の で1束1本 に12.l cmの も の を1本 つ け,

24・2cmの タ ケで1束2本 の割 で束 ねて くる。

 こ こでは,立 竹 をツク リダケ,廻 し竹 をオ ビダケと呼んで いる。キノバ カゴで は,

立竹 に4ヒ ロ半の長 さのタケを15本 な い し18本 用意す る。廻 し竹 は長 さ6ヒ ロ半で5

174



中村  関東地方タケカゴ細工の展開

本用意 してお く。「タケの長 さはすべて身体で計 り,と くに物差はつか わない*」。

 カ ゴをつ くるときには,用 意 しておいた ダケを タケ ッポナ タ(錠)で2つ に縦割 に

し,立 竹は12mmの 巾 に,廻 し竹は13.6 mm の 巾に小 割 して ゆ ぐ。そのおのお

のを皮 と身の部分に剥 ぎわけ,「 身竹のほ うは全部燃料 に して,も や して しまう*」。

  b. カ ゴは どのよ うに して作 られたか

 キ ノハ ヵゴは,口 の直径,胴 の高 さとも66.7cmの6つ 目のカゴであ る。 これを

編 むには,は じあ,立 竹を2本,目 分量で平行 にな らべ,そ れに交叉 す るよ うに,な

なあに立竹 を加 え,順 に6つ 目を構成 して ゆ く。最初 の6つ 目の うえに足をのせ0コ

シをか がめなが ら順次身体の方 向をかえ,銘 で タケ同志の 目を締 めなが ら作業 を して

ゆ く。

 底 編 がおわると腰立てにかか る。 「ツク リダケを 目見 当でたわめて おき,2本 とび

2本 とびの要領で,'い ちばん下のオ ビをかけ,ツ ク リダケを とめて しまう*」。いちば

ん下 の廻 し竹 には巾のせ まい丈夫な皮竹 がつ かわれ る。 「ツク リダケ15の ときは底 ま

わ りに5角 と6角 の目が順 にな らぶ。ツク リダケ18本 のときには6角 の 目が2つ ず つ

つづ き,そ れに5角 の 目がひ とつはい ることになる*」。

 廻 し竹 は3廻 しし,端 を切 りおとす。

 縁 まで きた立竹 は最上段の廻 し竹を こえたところで まる く擁 め 「出会 った立竹 には

さみ こみ,途 中ッ クリダケ と同 じよ うにオビにか らませな がら,そ のまま底 まで おろ

してゆ く*」。縁 まで きた立竹 には,右 むきのタケと左 むきの タケ とが あるが,実 際 に

は 「は じめに右 むきのタケだ けを手前に曲げておき,そ のあと残 りの左 む きの タケを

反対側 に曲げ,そ れぞれ出会 った ツク リダケに合せ てゆ く*」。 その結果,「 ツク リダ

ケは,隣 りのツ ク リダケを1本 こえた,2本 目隣…りのツ クリダケにさしこむ ことにな

る。 出会 った タケをはず し,つ ぎの山の ところへ 重ねて ゆ く*」。 こうした縁作 りの こ

とを,こ こで は ヒッケエシ(引 返 レ)と い ってい る。

 これ に対 し,「 縁の ところで ック リダ ケの先を細か くササ ラに割 り,縁 に巻 きこみ,

そ の両 側に縁竹 をあて,そ の うえを シンコで3回 巻 く縁 のことをマキ ブチ とい う*」。

「ヒッケエシとマ キブチでは,ツ ク リダケのタケゴセエ(竹 こ しらい)も ちがい0ヒ

ツケエシの ときには,ツ ク リダケの両端の75.8cmの と ころを薄 く削 り,タ ケが う

ま く重な りあいやすいよ うに してお く。 こう してお くと,編 んでい るときタケの先 が
                                 

自由に動 き,返 す ときにも細工 しやすい*」。 「タケの先 がこわい と,な かなか 目に と

お らない*」。

                               しも じぬまた
 同 じ利根郡のなかで も,2つ の縁作 りの分布がは っきりちがい0「 下 の沼田市 では

マキブチ,山 手の水上 町では ヒッケエシ,月 夜野 町はち ょうど中間なので0師 のカ ゴ

屋 は両方へ仕事にい っていたか ら,両 方の縁のカゴがつかわれた。峠む こうの新 潟で

はア ワセブチ とい って*⊥ 野 田口仕上げのカ ゴがつかわれた。
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 カ ゴ作 りで,「 い ちばん難 しいのはコシタテで,第1の オ ビ(最 下段の廻 し竹),第

2の オ ビをいれるときが,と くにむずか しい。2の オビが上へ あがりす ぎると口が開

いて不細工な形 にな って しまう。左手でオ ビが逃げないようにおさえ,右 手の小指 の

下で オビをお さえなが らツ クリダケを動か して 目を こしらえて ゆ く*」。 この手加減 が

たいへん難 しいとい う。

 引返 し型 の6つ 目のカゴの編み方 を手元の標本 について確 めてみ ると,こ れは,あ

りあわせ のタケを割 って即席に見本 に こしらえて くれた,口 の直 径11.8cm・ 高 さ

11cm・ 重 さ559の カ ゴで,立 竹 も廻 し竹 も巾6mmの 皮 竹で,そ れを3cmの

間 隔にな らべて6つ 目を構成 しているが,お およそ次のよ うであ る。 この カゴでは底

編 の6つ 目の数 は5列 で,ま んなかの6つ 目の数 は3つ で,端 にゆ き次第 目は1つ ず

つ減 ってゆ くか ら,底 の 目の数は全部で9個 となる。胴の廻 し竹は上下の縁 の廻 し竹

までいれて3本 で,縁 は立竹同志の組合せでつ くられ る。底 か ら出発 した立竹 は縁で

擁め られ,出 会 う相手の タケ とい っしょに再 び胴 を下 り,底 へお り,底 を横 ぎ り,ま

た胴へでて縁で曲 り,胴 を おりて底の竹 とな るといった経過をた どる(附 図7)。

 い ま,立 竹 の軌跡 をた どってみ るために,底 の竹配 りを図1aの よ うに写 しと り,

また,縁 にそ ってで きてい る立竹の曲 り目(い わゆ る 「山」)を 点であ らわ し,そ の

おの おのの12個 の点 に時計 の廻 りと同 じよ うに番 号をつ け,"底 の縁の番号 は1,2,3,

縁 の番号 は一,二,三 で示す とす ると,こ のカゴで は,立 竹 は次のよ うな2組 の閉 じ

た回路(ル ープ)に よ って配線 されてい ることが確め られる。

 [{1,三,5,8,十,12,5,七,9,12,二,4,9,十 一,1,4,六,8}:A]

図1 キ ノ バ カ ゴ の 立 竹 配 り
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 [{2,四,6,!1,一,3,6,八,10,3,五,7,10,十 二,2,7,九,11,2}:B]

 この ことか らも確 かめ られ るよ うに,底 を 出発 した立竹 は,出 発点か ら数えて2つ

目の上 の縁 の曲 り目をとお り,2つ 目下の底 の点(出 発点か ら数えて4つ 目の頂 点)

にはい り,図1bの 竹配 りで底編 を形作 ることがわか る。 A, Bそ れ ぞれが底で通 過

す る点を結 んでみ ると図1bの よ うな1筆 書の図形 がえ られ る。引返 し型の縁作 りの

カゴには,廻 し竹の本数,立 竹の登 り具合 によ って別の竹配 りの型 が,い くつか ある

ことが知 られて いる。

  C, どの よ うな カゴが作 られてきたか

 月 夜野町 はその45%が 山林原野 で,そ の うち67%が 国 有林 によ って占められ ている。
     こ じんもち

そのほかは個人持 の山林だが,そ のほか18%を 占 める共有林がの こされてい る。田は

全域の5%,畑 は12%で,農 産物の うち最も産額の多 いのは,現 在 で も養蚕によ る収

入で,粗 生 産額 の34.6ｰ0に あた り,コ メの17.9 ｰoを2倍 ほど上 まわ ってい る。1955年

には農業 に従 うひとたちの割合 は就業人 口の70%で あ ったが,1970年 で はほぼ半分に

な り,そ れにかわ って,第2次 産業の比重が10.4%か ら21.2%,第3次 産業の割合 が

19.2 ｰoか ら29ｰ0に 急 増 している。 こう した土地柄 か ら想像で きるよ うに,昔 は共有山
               うまや       うまやこえ

から夏草や冬の落葉をとってきて厩にいれ0厩 肥をつくり,そ れを田にいれ,農 閑期
     だちん

には街道の駄賃つけや運搬などにウマを利用 し0田 仕事のあいまに養蚕によって現金

を得 る生活がおこなわれたにちがいない。

 昔は 「どこのムラにも1人 や2人 はカゴ屋がいて,春 から夏 にかけて田仕事や養蚕

をし,農 閑期の12且 から春先4月 まではツボまわりといって利根郡一帯の村 々のお得

意をまわってあるいた。材料のタケを用意 しておいてもらい,材 料むこう持ちで,手

間で仕事をしてまわった*」。 「使 う人がみているまえで仕事をするのだから,い ちば
                                なつぐさか

ん堅 い仕事 を しなければな らなか った*」。 こうしたカゴ屋 さん たちが,夏 草刈 りや落

葉 かきのための大型の6つ 目カゴ,そ して,各 種の養蚕のためのカゴを こ しらえた。

 「稲刈 がすんで12月 にはい ると,山 の落葉 かきがは じまる。 ワラをもってゆ き,木

の葉をそれ に包 み,直 径45.5cm・ 長 さ91 cmの 束 を こしらえ,2束 半 ず つ ウ.マ

につ けて運んで くる。 また,1束 半ずつキノハ ヵゴにいれて運 んだ。 それを厩肥 に し,

ウマの両側 につ けた ビクにいれ,10a当 り13ダ ンから15施 した*」。 キ ノバ カゴは直

径,深 さとも60cmの6つ 目引返 し縁のカ ゴ,ク サカ リカゴは廻 し竹 が12本 はいっ

た直径67cm・ 深 さ82 cmの6つ 目引返 し縁の カゴで,5月 ・10日頃 から彼 岸す ぎ

まで,夏 草 を刈 って運ぶの につかわれた。

  「田植 は6月20日 前 後,稲 刈は10月 半 頃で,田 植前後は春蚕の時期,中 蚕 は7月20

日頃 か ら,稲 刈前8月20日 か ら9月 は じめまでが晩秋蚕の時期 にな る*」。ザマといっ
                                        

て,直 径48.5cmか ら78.8 cm,深 さ もほぼ同 じくらいの くれ こみ カゴがク ワの葉

をとって くるのにつかわれた。 この カゴは,「 旅 目のカゴを編んでお き,そ の外側 に
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6つ 目の カゴを着 せた もので,底 に トメダ ケとい う竹を1本 いれ,イ チバ ンオ ビを し

ある。縁はマキブチだ が,ザ ルのツ ク リダケの先 が縁のなか にはいるよ うに折 りかえ

し,6つ 目の カゴの ツク リダケの先 はササ ラに割 り,両 側 に縁竹 をあて縁巻 き竹を ま

く*」。

 ザ マにいれて運ばれた クワの葉は土 間の クワオキバ におき0ツ ボザル,ま たはハ ン

ザル に移 して蚕 に与 える。 ツボザル は直径39.4 cmの 「胴返 し」の カゴ(カ ゴの直

径と深 さとの値 がほぼ等 しい カゴの こと,こ の辺 りのカゴの基本の形 は 「胴返 し」だ

とい う)で,底 の中心 が網代編の旅 目編の カゴだ った。 このほか,巾90.9cm・ 長

さ176cmを 標準 に した カイ コカゴ(こ れをホ ンカゴとい う,6つ 目引返 し縁)や 口

径53.O cm・ 深 さ86 cmの6つ 目で巻 口仕上 げのマユ カゴな どが作 られた。

 「カイ コの飼育 法がかわ り,そ れ までの棚飼か らクワの葉 を枝 のまま与 え,土 間の
        じようそういく

上で カイ コを飼 う条桑育 にな ったので,カ イコカゴはい らな くな り,化 学肥料が多 く

つかわれ るよ うにな ったので厩肥や堆肥をつ くるび とがす くな くな り,ウ マや ウシも

い らな くな り,山 の落葉 かきも誰 も しな くな って しまったので*」,お よそ10年 前 か ら,

カ ゴを作 るひ とは,こ の辺 りで はほとん どいな くなって しまった とい う。

2.千 葉県夷隅郡大原町深堀

  礼 材料はどのようにして用意されるか

 NME所 蔵の資料には 「背負運搬具コレクション」として130点 の標本が国の重要
                       なみはなむらいわふね

民俗文化財 に指定 されてい る。そのなかに旧夷 隅郡浪花村岩船(現 大原 町岩船)で 採

集 された形のよい シ ョイ カゴが含 まれている。 その形の面 白さにひかれて,こ のカゴ

の故郷 をたず ねてみた(附 図3)。

 大 原 町で は,カ ゴの材料 には 「マダケ とモウ ソウがつか われた*」。 しか し,モ ウソ

ウは細工 が しに くいので,マ ダケの ほうが多 くつかわれた。 ここでは縁巻 き竹 につか
                        0

われ る1年 目の シ ンコの ほかは,か え って 「2年 以上た った タケが適 している*」 と

いい,「 材料の タケは0ま とめて,タ ケ屋 から買 った*」。 材料 のタケは,目 の高 さの

周囲の長 さ馳(目通 り)が167cmの 太 さの もので約8.lmの 長 さに切 ってあ り,周

囲21cmも ので3本1束,24 cmも ので2本1束,30.3 cmも の で1束1本 の割
                         かべつち                  ひら

合にまとめられ,仕 事場に運びこまれた。タケは 「山の壁土に生えたタケのほうが平
ぱ

場の タケよ りネバ リがあ る*」 とい ってよろ こばれた。

 こ こでは立竹 をツ ク リダケ,廻 し竹をマ ワシと呼んでい る。

 買 っておいた タケは,カ ゴをつ くりは じめ るとき,シ ョイカゴな ら,立 竹 は15L5

cm,廻 し竹な ら4.55 mほ どの 長 さに 鋸で切 り,銘 で4つ に縦割 に し,立 竹 は巾

2cm,廻 し竹は 巾6mmく らいに小割 に してお く。
              へ

 それを立竹 も廻し竹 も4枚 に剥 ぎ,4枚 に剥いだタケの皮竹 と,皮 のす ぐ下のタケ
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だけをの こ し,3番 目はご く安 いカゴの類 に,そ して ,最 後の身竹 は燃物 に して しま

う。 ここでは,皮 竹 か,質 の よい厚 い身竹 だけが素材 と してつかわれ る。竹剥 ぎには

薄い両 刃の銘がつかわれ,オ シザキ(押 し裂 き)と,足 をつか って作業 す るア シザキ

との2つ のや り方 が行われてい る。

 b. カ ゴは どのよ うにして作 られるカゴ

 底 編には2つ の型があ る。 「町でつか うシ ョイ カゴは,長 さ27cmの 厚 い張 りダ

ケを,ま ず1本 お き,そ の両側 に2本 の作 りダケをな らべ,そ れに7本 の作 りダケを

                                いちまつ
直角に重ね,さ らに張 りダケと同 じ方 向に作 りダケを2本 ずついれ*」,市 松 に編 む。

これ に対 して,「 浜や在では,最 初に張 り竹を十字型 に重ねあわせ ,そ れがX字 型 に

な るよ うに作 り竹 をかけ*」,作 り竹で張 り竹 をと りくみなが ら,4つ 目編の底 を完成

させてゆ く。 張 りダケは,厚 さ3mmほ どの皮竹で,力 骨 の役 目を し,張 りダケを

いれつ けない と,し ば しば,腰 立 の過程で 「コシがたたなくな る*」 もの だという。

 この地方 の シ ョイカ ゴは,口 を直径45cm・ 高 さ43・5 cm・ 重 さ1.55 kgの 筑 目

編で,底 の タテ ヨコは 口の直径の約半分 の24 cmほ どで,底 か ら胴 の下 の部分 にか

けて美 しい曲線 がみ られ る。 この曲線部分をつ くるには,い までは型がつかわれてい

るが,昔 は,「3cmあ が ると差渡40.9 cm,6cmあ が るとそれよ り15 mmふ や

し,15cmの と ころで47 cmに な るよ うに,そ れか らは しば らく同 じ差渡 で上 っ

て ゆき,口 へい って44 cmの 開 き具合 にな るよ う,い ちいち物差をあてて計 りなが

ら0こ しらえてい った ものだ*」 とい う。 それで,型 をつかえば1日3個 でき るが,

昔 のや り方では1日2個 しかつ くれなか った(附 図19-24)。

 この地方の シヨイカ ゴには0皮 竹 と身竹の使 いわけで,帯 状の文様が胴 にみ られ る

が0胴 には 「廻 しに皮竹 を7本,身 竹 を2本 半つか い,1本 で4回 廻 し,9段 に帯 を

つけてゆ く*」。

                             に じうま                                  まきぐち し                                     あ

 縁の仕上げにも2つ の型がおこなわれている。外観はいずれも2重 巻きの巻 口仕上

げであるが,下 地の作 り方がやや異なる。普通は縁までゆきついた立竹を最後の縁の

廻 し竹にからげて先を折りまげ,一 段下の廻し竹にはさんで鋏で切り,そ の内側にシ

タブチという身の竹,外 側にホンブチといって皮竹の縁竹をあて,巾15mmぐ ら

いの縁巻き竹で最初に右廻しに1つ 目おきに(立 竹1本 おきに)縁 巻きし,あ いてい

る目を同じようにもう1本 の竹でかがり,そ の上から,皮 竹を左廻しに巻いておさえ

てゆく。この種の縁仕上げのことをカエシブチといっている。もうひとつの方法は,

立竹の先を長さ13cmほ ど,サ サラに細かく銘で割 り0折 れないように注意 しなが
      たけなわ                             ふたこ

ら,ち ょうど竹縄で も編む ときのよ うに0立 竹 を双子 に巻 き,立 竹 の本体 をかが り,

その上 に縁竹や縁巻 き竹を カエ シブチの ときと同 じようにそえて,仕 上 げてゆ くや り

方で あ る。 このや り方を0こ こでは,ナ ワブチ(縄 縁)と よんでい る。

 こ うして,こ こで は,「 何年もつ かって底が あが って も(底 が こわれて も)縁 がと
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れ ない*」,丈 夫な縁の カゴがつ くられる。 それは浜の労働の必要か ら,お のずか らそ

うな ったのだ とい う。 「カゴで いちばん難 しいのはタケを剥 ぐことだが0縁 と りがで

きれ ば1人 前0さ らに,縁 とりは誰で もとれるが,縁 を丈夫 につ くるのは難 しい*」。

「カゴ編を習 うのに も,は じめ底編 を習 い,つ ぎに廻 しを まわす ことをおそわ り,最

後 に縁 をおぼえる。そのあ とで タケヘギを した*」。

 この よ うな カゴ作 りの様子を手元 の標 本についてみ ると,つ ぎの ようにな る。いま,
                       はえなわ

口の差渡47cm・ 高 さ10,5 cmの ナ ワバチ という延縄漁の ときにつか う浅 い6つ

目のカゴにつ いてみ ると,立 竹 は巾12mm・ 厚 さ1mmで,編 み 目の中心 を形作

る3方 向の6本 の立竹 には皮竹が,残 りはす べて身竹 がつ かわれている。立竹 同志の

間隔(6つ 目の目の幅)は0か っき り3cmで,底 の 目の数 は,ま んなかの最 も目

の多 い列 のと ころで9,そ れか ら1目 ずつ減 じ,隅 の1辺 の目の数 は5だ か ら全部で

61と な る(附 図13)。

 注 意 されたのでよ くみ ると,6つ 目と6つ 目とのあいだにでき る3角 形 の目が非 常

に小 さく,そ のため底編 は手堅 くす っき りとした もの とな ってい る。そ うなるた めに

は 「作 り竹の両 側を巾lmmの 割 で軽 く面を とり,作 り竹同志,あ らか じめ組みや

す く,タ ケ ゴシライを してお く」。

 胴 の廻 し竹 は1本 で 巾17mmの 皮 竹 がつかわれて いる。

 縁 は太 さ25mmで,外 観 か らは はっき りわか らないが,立 竹 は縁のなかに折 りこ

まれ,そ の両側 に0巾15mm前 後 の縁竹がそえ られてい る。 とくに外側 の縁竹 に
                         したじ

は,て いねいに面をお とした皮竹 がいれてある。そ う した下地が外か らま った くみえ

ない くらいに,巾20mmな い し14 mmの 丈 夫 な身竹で,は じあ右巻きにその上

を巻 き,さ らにその上か ら巾15mmの 身 竹 を左巻 きに巻 いて仕上 げてい る。 こ う

した太 い縁作 りが,ス キなく組みあげ られた底編 の6つ 目とあいまって,こ のカゴに
                 

た くま しさを感 じさせ る結果 とな ってい る。

  c. ど の よ うなカゴが作 られてきたか

 人 口22,600大 原 町は,海 岸地帯 と山手 の台地の地帯 とにおおき くわかれてい る。
                             いそ

海岸地帯は海水 浴な どでにぎわ う北半分の 日在浦 と南 半分の岩 場の磯地帯 とか らな る。

八幡岬か ら岩船 までの6kmの 岩 場地帯は切 りた ったガケで,そ の前面 に 昔か らよ

く知 られた海藻 とりのイ ソがひろがって いる。漁港 は大原港 と岩船港 で,1975年 度 の

水揚 は19億 余 にのぼ るとい う。 ここで の漁業は揚操 と延縄,そ れに1本 釣で,最 近で

はタイ漁 に人気があつま ってい る。水揚量で はイワシがだんぜんおお く,15.6ｰ0,金

額 的に も20.9%で,イ ナ ダ(45.2%),タ イ(6.7%)な どが主要 な ものである。 しか

し,岩 船港 だけを とってみる と水揚 の7・8%は 藻 草類 で,金 額 的にはアワビ(36 ｰo),

イ セ エ ビ(56%)が 大 きな比重を しめてい る。台地 の地 帯では100m前 後 の高台の

あいだに水 田がひ らけ,そ れを とりか こむよ うに して 町の全域の49%を しめる山林が'
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ある。田は耕地全体の82.4%で,現 在 で も農林業 にしたが うび とたちの家数 は町全戸

の35.5%に お よんで いる。農業 では0水 稲を 中心 に疏菜栽培,酪 農,養 豚,肥 育牛な

どを とりいれた水準のたかい農業 がお こなわれてい るとい う。

 こ うした町の生産 ・生活の有様 は0カ ゴ細工 にもよ く表われている。昔 か らよ くつ

くられて きた カゴは約10種 で あるが,そ のなか には浜でつか う漁業用の カゴと田畑作

りのための農業 用のカゴとが含まれ る。         '1

 漁 業 用の カゴでは,い まで も船 で イ ワシを いれる,ダ ンベ とい う桶をいれ る直径

82cm,深 さ103 cmの6つ 目目透 き(こ れを ここで はメヒキ とい う)の カゴ,桶 に

いれた イワシをす くい とる口径54.5cm・ 高 さ6cmの6つ 目目透 きの洗い カゴ,

イ ワシの水 とりにつかわれる直径42.4 cm・ 高 さ106 cm前 後 の ドウカ ゴ,そ のほ

か,魚 を いれ る直径54.5cm・ 高 さ54.5 cmの バ ンヨウカゴとい うカゴな ども作 ら

れて いる。 船ではまた,ヤ ツサカゴといって,イ ワシをいれる直 径45.5cm・ 高 さ

30・3cmの カ ゴがつかわれている。          、

 陸 のほ うで は,山 林か ら落葉をか きあつめ,堆 肥 をつ くるときのシ ョイカゴとい う

直径50.O cm・ 高 さ51.5 cm,廻 し竹を10本 い れた大 きな6つ 目カゴや,イ モな ど

を天秤で 背負 って くるときつか う直径50.O cm・ 高 さ21 cm,の6つ 目カゴ,そ の

ほか,疏 菜 出荷用の各種の カゴがつかわれる。

 シ ョイカゴは 「口の直 径45.5cmか ら47 cm,深 さ は42.4 cm前 後 で,農 家を
                           くちあけ

して いるひとた ちは堆肥 をいれて運ん だり,浜 では3月 末 の口開か ら夏 い っぱい,北

は大原港 から南 は岩船まで,海 藻採 り(ホ グロ,ノ リの類)を 女のひ とたちがするが,

海 藻 をと り,浜 で干 し,家 に運ぶ とき ショイカゴをつか う。町では市へゆ くときなど,
                   ざい  はま  まちば

買物 に シ ョイカゴを背負 って いった*」。 「在 と浜 と町場では シ ョイカ ゴの形がす こし

ず つちがい,在 で はズ ン ドウ型 の(円 筒型 の)シ ョイカゴ,浜 で は口のすぼま った底

のせ まい,ま るい シ ョイカゴ,町 では,ふ くらみのす くない シ ョイカ ゴがつかわれ

た*」。 また,「 在や浜の シ ョイカゴは皮竹 を身竹 にまぜて編むが,町 のは皮竹 だけで

み ばえのよいようにこしらえた*」。 別 の話で は,「 シ ョイカ ゴは 口が開いている と後

へ ひかれる背負加減,口 がす ぼまった形だ と0前 へ ひかれるよ うに感 じる*」 といわ

れている。

3.埼 玉県大里郡寄居町

  a.材 料はどのように用意されるか

 関東山系の東側,ち ょうど山間から流れでた谷川が関東平野にそそ ぐあたりには,
                        まちなみ

山間の村々と平野の村々とを結びつける,か なり大さな町並が形作られている。寄居

町もそのひとつで,現 在では国道140号 線(熊 谷甲府線)と254号 線(東 京小諸線)と

が交叉する場所となっている。町並の南には荒川が流れ,そ の対岸には後北条氏のい
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     はちがた
わゆる武州鉢形の城跡がある。 ここには,か つて60軒 余 のカゴ屋 さんたちがいたが,

い まで は2軒 にな って しま っている。

 カ ゴの材料 はマダケで,材 料のマ ダケは荒 川の左岸 など,こ のあた りどこにで も容

易 に育 って いるとい う。 「カゴにつか うタケは2年 か ら3年 の もの がよ く,縁 巻 きに

はや わらか い1年 目の シンコをつか う*」。竹伐 りは秋で,そ の あいだは戦争の よ うに

忙 し くタケを切 りためてお く。 「1日10束 切 れれば よいほ うだといわれた*」。 材 料

の タケは根か ら3節 目 の 周 囲 の 長 さで太 さをきあるとい う。 長 さは ほぼ9mで,

9・lcmの ものな ら24本 で1束,12」cmで12本1束 ,18.2cmの も の で6本,

21・2cmの もので5本1束,以 下 同様 に27.3 cmも の で3本1束,30.3 cmの も

ので1本(現 在は1本 半)1束 にたばね,雨 があた らないように台を して家 の軒下 な

どに置いてお く。 「そ うすれば1年 はか る くもつ*」。 「タケは短 く切る とハ ンパ も の
     きりくち

がで るし,切 口か ら乾 いて きて割 りに くくなる*」 とい う。「タケは元と先 とでは固さ

が ちがい,下 か ら150cmあ た りが割 りやす く0そ の辺の タケな らどんな素人 に も

たやす く割れ る*」。

 カ ゴをつ くるときには,長 いタケを鋸で くるめ,長 さ40cm(刃 の 長 さ26 cm)

の両 刃の短 冊型 の銘で割 って ゆ く,廻 し竹 は570cm,立 竹 は コシゴぐらいの もので

91cmの 長 さに してお く。 タケを割るときには,「 まず2つ に唐竹 割(縦 割)に し,

割 った タケの切口のまんなかか ら,左 右 に所定の 巾で小割 に してゆ く。 これを ブガケ
           や  わり  よ  わり

とい ってい る*」。小割 で8つ 割,4つ 割 な どとい う。

 小 割に した タケは銘で6枚 に薄 く剥いでゆ く。その うちウチ ミ(内 側の身竹)2枚

は捨て0皮 竹 と,皮 竹 の下3枚 をカゴ編 につか う。

  b. カ ゴは どのよ うに作 られたか

 6つ 目の カゴを編 むには,「 はじめ立竹 を2本 平行 にな らべ,そ れ に2本 の立竹 を

X字 型 にか け0そ れを 中心に6本 ず つ タケを廻 してゆ く*」。 カゴ にはそれぞれ 規格

が あるが,「 カゴの寸 法は手加減で きまって しま う。 円筒型の カゴをつ くるには 目を

みな同 じ大 きさに加減 して編んで ゆかない と,口 のほ うが底 よ り大 き くひろが り不細

工 な形の カゴがで きあがる。だか ら,胴 では廻 し竹 の(イ レコの)い れ方 が難 しい*」。

「タケのや っこさ(や わ らか さ)に よって 目の締 り具合 も異なる*」。

 「6つ 目で底の4角 な カゴをつ くるときには,コ シをたて るとき,目 くず しとい っ

て角 にあた るところに5角 の 目を こしらえる*」。 旅 目編 の カゴで は,「 底 の 中心 を
あ じう       ななまわ

網代 に編 み・7廻 ししてか らコシダケに もってゆ く。その ときタテとタテの間隔を平

均 して同 じよ うに開 くのが コツであ る*」。 「銘で剥 いで タケを こしらえるのは3年 も

す れば誰 にで もで きるが,カ ゴをつ くるのは難 しい。なかなか 自分の思 うよ うな形 に

できない ものだ。 カゴはひ とつひ とつ,ど こか違 って しまう*」 とい う。

 縁 の仕上 げは原則 として2重 巻 きの巻 ロ仕上げで,こ れには ク ミコ ミとササラブチ
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の2つ の型がある とい う。ク ミコ ミは縁まで きた立竹 を縁 にそ って曲げ,そ の内側 と

外側 とに縁竹を あて,そ の上 をシ ンコの縁巻 き竹 で2重 に(下 の タケは1つ お きに,

上 の タケは2つ おきに)巻 く方式,サ サ ラブチは縁か らでた立竹 の先を錠で こまか く

ササ ラに割 り,割 った タケ同志 を編み あわせnそ の上を縁巻 き竹で2重 に巻 くもので

ある。

 い ずれにせよ0こ うしてできたカゴの縁は 「10年 つか っても抜 けない。底が抜 けて

も縁 は抜 けて こない とい う*」。
              

 くれ こみのよ うなカゴの場合 には0内 側 のザルの立竹 を縁 のなかに折 りまげ0そ れ

に外側の カゴの立竹 や縁巻 き竹 をまいてゆ く。

 このよ うなカゴ細工 を,秋 にキノコ採 りに肩 にか けてゆ くナガザル についてみ ると,

この カゴは 口の直径が29・5cm・ 高 さ30.5 cm・ 重 さ5009の 円筒型の筑 目編の カ

ゴで あるが ,全 体 として厚 さlmmの 良 質 の身竹でつ くられてお り,そ れが大 きさ

の割 には このカ ゴを軽いものに してい ることに,ま ず気がつ く。みた目には,ず いぶ

ん深いザルに見 え るが,計 ってみ ると口径 と高 さとはそれほど値 がかわ らないことが

わか る・底の 中心は網 代編で,2つ 飛 び2つ 潜 りで編 んでゆ く。立竹は 巾5mm
,廻 し

竹は3な い し4mmで,底 の中心部か ら7廻 りを経て,コ シダ テの終 る胴の下か ら

6cmま で の部分 には巾2mmの 丈 夫な細い タケが廻 し竹 につか って あり
,と くに

胴の下6cmの と ころには皮竹 が用 いられ ている。 胴は こまかい筑 目編 で,途 中,

下 か ら15cmと18cmの2ケ 所 に皮竹 をいれ帯状 の編 み目をつ くりだ してい る。

底 も胴 も編み方 は きっち りしていて,底 か ら縁下 までいれてあ る2本 の力骨(巾2cm

の 皮 竹)と あいま って,こ のカゴを丈夫な ものにしてい る。厚 い力骨が はいるので ,

底 と口とを同 じ寸法に したのでは底 のほ うが力骨 の厚 さだけひろが って しま うが,よ

くみ ると,こ のカ ゴでは底 をカゴの内側へへ こませ ることで,こ の問題 を処理 してい

ることがわか る(附 図8)。

 縁 まで登 りつめた立竹 は,先 を縁 にそって折 りこみ0そ の両 側 に幅10mm・ 厚 さ

2mmの 縁 竹(外 側 の縁竹 は皮竹)を あて0そ の上 か ら巾15mmの 身 竹を右巻 き

に巻 き,そ の上 にさ らに12mmほ どの皮竹を左 巻 きに巻 いて仕上 げている。 縁の

巾は17mm・ 高 さ17mmで,縁 は やや細めに まとめ られて いるよ うに思え る。

山で動 きやすいよ う,こ のヵゴは,紐 を縁の下1とっけ0肩 か ら脇 にさげて ゆ くとい

う。

 このほか,こ の町のカゴ細工 の特徴は釣 りの道具 としてのビクなどにい っそ うは っき

りみ られ る。そ こには形 ・作 りともに細か い配慮がな されてい る(附 図6)。

  c. どの よ うなカ ゴが作 られてきたか

 寄 居町は現在人 口25,700,世 帯 数5,954で,町 域 の43.2%は 山 林,田 は6.5ｰ0,畑

は14. ?ｰoで あ る。商店数は555で,い まで は第1次 ・第2次 ・第3次 産業の人 口がほ
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表1 カ ゴ の 種 類(埼 玉県大里郡寄居町)

、

＼
      標  準 寸    法

呼露＼ 値  段
シ  キ 深 さ

作       り

円 cm cm

1シ バ ハ キ カ ゴ(大) 4,000 75.8 75.8 6つ 目,2重 巻巻口仕上げ

2シ バハキカゴ(小)

3 ク サ カ リ カ ゴ 2,500 6つ 目,2重 巻巻口仕上げ

4 マ  ル  ザ  マ 7,500 42.4 60.6 くれこみ,2重 巻巻口仕」二げ

5 カ ク ザ マ 3,800 45.5 60.6

6 ヒ ラ シ 。 ウ ギ 2,000 136.4

7 カ  メ  ノ  コ 2,000 130.3 丸箕型のザル,野 田口仕上げ

8 マ ル シ 。 ウ ギ 1,700 30.3 ・ 丸箕型のザル,野 田口仕上げ

9マ ル シ ・ウ ギ(組) 4,500 30.3-42.4

10 チ  リ ト リ 1,500 ユ36.4

11 ミ  ソ  コ  シ 1,300 166.7 まるザル

12 コ   シ   ゴ 1,500-3,500 181.β 市松の4角 なカゴ

13 メ   カ   イ 1,400 37.9 30.3 4つ 目の カ ゴ

14 コ メ ア ゲ 1,600 21.2

15 ナ ガ ザ ル 2,100 27.3 円筒型の策目編

16 2 斗 ザ ル 2β00

17 カ ク カ ゴ 6,000 60.6

18 ア  ン  コ  シ 2β00

19乾 燥 カ ゴ 3β00 75.8 106.1

21カ イ コ カ ゴ(小) 1,450 97.O

22カ イ コ カ ゴ(中) 1,600 121.2

23カ イ コ カ ゴ(大) 1,750 151.5

〔註〕 シキはカゴの底 の最大 巾のこと。底の まるいカゴなら直径 のこと,4角 なカゴな ら対角線,楕 円の

  カゴな ら長径,矩 形 のカゴなら長辺 のこと。高 さのほ うはおお よそ の寸法が きまっているが,つ かい

  方に よって加減 してゆ く。

ぽ均等な値 をとってい るが(36.3:28.1:35.6),1955年 当時 は農業 にしたが うひと

たちの割合 が63.6%で 農 業 に依存す る度合 が,ま だ,ず っとたかか ったことがわか る。

畑作ではダイコン ・ハ クサ イ ・ネギの栽培 がさかんで,こ のほか,キ ュウ リ ・ナ ス ・

ホー レンソウなどの作付が多 く,養 蚕 は現在で も1,500戸 の家 で行 われてい る。 その

ほか町の統計 によれば,1974年4月 か ら6月30日 まで に町を観光の 目的で訪れた人の

数は229,405人 で,そ の うち荒 川な どの釣 りのひとたちが41,072人 あ り,そ れ につ

いで,ハ イクや登山 ・花見の人 たちの数 が多 い結果がでていて,「 自然を生かす観光」

は,近 郊農業 の振興や商工 業の育成 とともに,町 の重点施策 にとりあげ られているほ

どであ る[寄 居 町1975a:HO]。

 このよ うな町 の姿は,ほ ぼそのまま この町 のカゴ屋 さんの仕事に直接反映 して いる。

1975年9.月8日 寄居地区のカゴ屋 さん たちが集 って(と い って も現在 はも うカゴをつ
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くらない人 たちが相 当数 なのだが)カ ゴの価格 を協 定 した値段表 には,こ のあた りの

ヵゴ屋 さんた ちが作 るカゴと して25品 目があ げられてい る。そのなか には,秩 父の大

滝村 のよ うに,地 元 にカゴ屋 がいな くならて しまったので,そ の分まで作 って おくり

だ してい るコシゴのよ うなカゴや,釣 りの客,山 菜 とりのひ とたちのための レジャー

用のカゴなどが含 まれて いる。

生 産 のための カゴとしては,冬0周 囲 の山林か ら落葉を集めてきて堆肥 にす るとき

つか うクズハキ用の,目 の大 きな6つ 目カゴ(シ バハ キカゴ) ,夏,堆 肥 にす るため共

有山から草刈 りして くる クサ カ リカゴ(6つ 目の大 きなカゴ),コ メやムギ の収穫調
         まるみがた

整 にな くてならな い丸箕型のザル,山 仕事 にもって ゆくコシゴ,畑 でイモなどいれる

4つ 目の メカイ,家 庭 の台所 のカ ゴとしては,コ メとぎザル ・味噌 こしザル ・ア ンこ

しザルな どがあげ られ る。

 昔 さかんに作 られ0い までは ほ とん ど作 らな くなった カゴには,直 径48.5cm・

深 さ2・72mの6つ 目目潰 しの マユ カゴ,カ イ コカゴ,大 中小3種 の クワ トリザル

(差 渡 し21cmか ら33 cm・ 高 さ35 cm前 後)が ある。 このあた りでは大正 の末
            たながい

頃,カ イ コの飼育 の方法が棚飼 か らクワを枝 のままカイコに与 える条桑育 にかわ り,

マ ユの乾燥場 ができた りして,こ れ らのカゴがつか われな くな り,ち ょうどそれにか

わ って,夏 にはキ ュウ リカゴ,冬 はホウレンソウや青葉 カゴ,春 先 きはエ ン ドウカゴ

な ど野菜出荷のたあのカゴ作 りが カゴ屋 さん たちの主 だった仕事 にな った とい う。 こ

うした野 菜カゴはユ965年 頃,ダ ンボール がつか われ るよ うにな るまで,ひ きつづ き作

られ たものだ とい う。

 Tさ んのと ころでは,代 々カゴ屋をや っていたが,作 ったカ ゴは,町 の通 りに面

した家の店頭 でも売 っていたが,小 僧の頃か ら附近 の村 々をまわって売 りあ るいた。
      はちがた  はなぞの  おぶすま  より い  いのまた

その範囲は,鉢 形 ・花園 ・男裳 ・寄居 ・猪俣な ど,半 径約5kmほ どの地 域だ った。

昔は ここでは 「行 商が満足 にで きなければ製造 屋 もできないといわれた*」。行商には

売れ る時期 と売 れない時期 とが あり 「11月 か ら12月 の ボー ナス期 にか けては売 れ る時

期,1月 か ら3月 まで と6月 は 売れ ない時期,3月,5月 もよ く出る月*」 だ った。

売れない春 さきには 養蚕のカゴなど作 りためておき 「3月 か ら5月 にか けて養蚕の カ
    うけ
ゴ0夏 は笙や,魚 とりの ビクや ブッタイ,10月 に はキノ コと りの コシゴ ・ナガザル と

い った具合 に0そ れぞれ季節 によって売れ るものの 内容がちが っていた*」。 こうして ,

Tさ んの場合 には市 へはでず,も っぱら,行 商 と家 の店先 きでカゴを売 って きた。

4.東 京都町田市中宿

  a. 材料はどのようにして用意したか

 関東地方のカゴ細工の主流は,素 材的にはマダケのタケカゴ細工とみることができ

る。しかし0す こし山間にはいれば,上 越地帯でも丹沢山塊でも0そ して多摩川の南
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にのび る多摩丘 陵でも,シ ノはそれほ ど珍 しくない し,シ ノを生か した タケカゴ細工

が農村副業 のひとつ として普及 してい る。

 シノのカゴ細工 の材料 には 「今 年でた箸 ぐらいの太 さのシノを*」 つか った。「8月

のお盆す ぎ0多 摩村や神奈川県の丹沢 山麓へ切 りにゆき,1週 間つづ けてかよい,ひ

と冬つか うだ けのシノを切 って くる*」。 シノを切 るには カマで伐 り,直 径45cmぐ

らいの束に して車で運んだ 。 「シノは群生 していて1.5mく らいの 長 さにの びてい

るが,シ ノキ リを専門に商売 にしたひとたちもいたほどだった*」。

 運 ばれて きた シノは,立 竹 なら42.4 cmな い し45.4 cmの 長 さに押 しギ リ(ク

ワの葉を切 るのにつか う刃物)で ま とめて切 り,庖 丁で タテ4つ に割 り,身 を おとし

て,ヒ ネ(皮 竹)だ けをつか う。 「ヒネヘギ とい って0口 で タケの は じをおさえて剥

ぐ*」。 シノは1本 を3等 分す るとして,も との3分 の1を オヤ(親),そ の上をナカ

ゴ,先 の3の1を ナカといい,そ れぞれカゴによ ってつか いわ ける。 「オヤはいいカ

ゴをつ くるときの材料 にした*」。

  b, カ ゴは どのよ うに して作 られたか

 この あた りで,昔 か らさかんに作 られていたのは,立 竹の間隔が8mmく らいの,

目の小 さい6つ 目のカ ゴであ る。 「いちばん大 きいのはタテ(立 竹)24本 のザル,つ

ぎが22本,18本,16本 とい うよ うに2本 ずつ立竹 を入 らしてゆ く。廻 しは カゴの深 さ

によって,5つ 廻 り ・7つ 廻 りな ど,順 に廻 し竹をふや してゆ く*」。

 こ うして縁 まで編んで くると 「立竹 の先を まげ,と っておいたナカゴや ナカをそれ

に加 え,フ チアテ とい って0指 ぐらいの太 さの シノを縁 にあて,そ の上か らフチマキ

とい うタケを3つ 目とびで巻 いてゆ く*」。

 「カゴの商品価値は0底 の編 み具合 と縁 まきで きまって しま う。 ヒネが波 うたず に,

ま っす ぐとお るよ うに,6つ 目をきちっと編 むのが シノのカ ゴをつ くるときの コッで

ある*」。

 シ ノ細工を習 うときには,は じめシノ割 りをや り,そ のつ ぎに,身 と皮 とを よ りわ

けるヒネヘギをおぼえ0そ れか ら底や胴 の編み方を教わ る。最後 に縁 の仕上げを させ

られ る。

 「昔は,1軒 の 家で,女 のひ とで も子供 たちで も,ヒ ネヘギ はヒネヘギだけ専門 に

カ ラダ(カ ゴの本体の こと)を つ くるひとはカラダばか り,仕 上 げは仕上 げで,そ れ

ぞれ作業を分 担 してや った ものだ*」。 また 「家 によって0シ ノ ワ リとヒネヘギ だけを

専門 にや る家,編 む作業をや るひとは編 むだけ0仕 上げは誰 それ とい うように,家 々

で仕事を分担 し,商 いのひ とたちが廻 って あるいて,そ のあいだをつ なげた(分 業を

結合 した)も のであ る*」。 それで も,「 上手 なひ とのそばにいて,仕 事をみて もらっ

て,ひ と冬本 気にや らなければ,う まくで きるよ うにはな らなか った*」。

 こ こでは0も うシノの タケカゴを作 るひとはほ とん どいな くな り,作 った カゴもほ
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とん どみられな くな って しま ったので,同 じ多摩丘陵で作 られた とい う小さなザルに

よって,シ ノのカゴ細工 の実際 に当ってみよ う。 この カゴは口の差渡 し19cm・ 高

さ5.5cm・ 重 さ459の6つ 目のカゴで,立 竹 に も廻 し竹 にも巾2ミ リほ どの薄い

皮竹 がつかわれている。 タケとタケ との 間隔は7mm前 後 で,底 の 縁廻 りには 巾

3mmの 身 竹を廻 し,そ れに巾4 mmの 皮竹 を巻 きつけてカゴの本体 にとめて いる。

底か ら胴にかけて巾10mm・ 厚 さ2mmの 皮 竹 を 水の字型 にいれて力骨 に して い

る。縁は太 さ12mmで,立 竹 を折 りこみ,そ れ に若千つ めものが してあ るらしく,

そ の外側 に巾8mmの や や身の厚 い身竹 を当て,そ の上を巾6mmの 薄 い皮竹で

巻 いて巻 口仕上げの方式 で仕上 げている。底の 目は,い ちばん多い列で19目,底 廻 り

の1辺 の目の数は約10目,簡 単に計算 してみる と271目 と いう勘定にな る。底 な どは

力骨がな ければ,と て も,も つまいと思 われるほど柔軟で ある(附 図10,16)。

  c. どの よ うな カゴが作 られたか

 明治 のは じめの記録 によれば0現 在 町田の市域 に含 まれている地域では,小 丘 陵が

そ こごこにあ り,そ のあいだを縫 うよ うに して小川が流れ,小 川 にそって水 田が開 け
                  の    

ていたが,川 は水量 にとぼ しく,ひ で りや洪水の心配がたえず,土 性は黒壌土 ・埴土

で0イ ネ ・ムギ ・ア ワ ・ヒエ ・クワ ・茶な どの成育 には適 するが,野 菜 にはむかず0
                               みのつく

このあた りのひ とたちは,周 囲の山か ら炭焼や薪取 りで収益をあげ,蓑 作 り ・ワラジ
              いとひ      だちん

縄作 りを し,駄 賃つ けや養蚕 ・糸引 きな どを副業 に して,よ うや く暮 らしを支 えた様

子 が書か れている[町 田市1976:69-71,93-95]。

 町 田市 は多摩丘陵の南側 に位 置してい るが,こ の丘陵 を 南北 に抜 ける国道16号 線

(八 王子 ・府 中 ・横浜方面)や 鎌倉街道 ・鶴川街 道などが このあた りをよ ぎり,町 田

市か ら横浜までは直線距離 に して20kmほ どで ゆきつ く。

 中宿で昔つ くられたシノのカゴは ジ ョウメ ドとい って5つ 入 れ子 の06つ 目の メカ

イだ った とい う。 「いちばん大 きいのは36.4cmで,6Q枚1組 で 東京や横浜に 出荷

され0暮 の魚屋や豆 腐屋 の景 品につか われ た。暮が需要期 なので,毎 日注文が きて忙

しか った*」。

 ジ ョウ メドは 「入 れ子なので5つ が5つ とも,透 き間な く重な るよ うに作 るのが む

ず か しい。 それで,ジ ョウメ ドには01本 の シノで も親 の部分のよ うに,い ちばん よ

い ところをつか った*」。 また 「オオ ヒラはやや雑 なザルで030枚1組60枚1本 で 出

荷 した*」。

5.埼 玉県秩父郡野上町

  a.材 料はどのようにして用意されるか

 埼玉県立野上青年の家では,毎 年ひらかれる青年指導者の研修会の最終日を,地 元

の青年のひとを講師にして,こ の地方で昔から伝えられているシ ョウギというカゴを
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作 る実習 にあててい る。カゴ細工は タケ剥の工程がす ぐには誰 にで もで きないたあ,

講 習会 の題材 などには難 しさをともな うが,こ の カゴ 細工 は タケを 剥がず に カゴ編

ができるので,こ の実習 は 教 えるひ とにも,教 え られ るほ うで も,毎 年好評 に終 っ

ているという。

 材 料 はこのあた りでササ とよばれている細 いタケで,学 名はオカ メザサだという。

このササは傾斜地の土 どめな どに もって こいで,山 間では家の裏の土 どめに栽培 して

い るところ もある。カゴの材 料は,今 年でたL年 目のものがつかわれ る。「直径5mm

く らいの10節 前 後 のものが よ く0長 さは2mほ どそ ある*」。.カ ゴをつ くる日の朝,

鎌 で刈 りとり,ま だ葉が あお あお としてい るうちに葉やバ カマを素手でむ しりとり,

幹 だけに して しま う。普通は 「まえの 日に刈 っておいて,夕 方葉を こぎ,つ ぎの 日に

編 む*」。

  b. カ ゴは どのよ うに作 られたか

 葉 を落 したササのなかか ら,ま っす ぐで同 じくらいの太 さの ものを8本 選びだ し,

80 cinの 長 さに切 りそろえ る。 切 りそろえるとい って も刃物をつかわず,素 手で折

りとるので ある。か るく揉 んで折 るとダたやす く先は とれて しま う。それを2本 ずつ

1組 に し,'ま ず2組 を十字型に重ねあわせ,そ の上 にさ らに2組 を重ね,4組 が米字

型 になるよ うにお き,別 に太 さも中位でやわ らか いものを1本 とりだ し軽 くまげて ク

セをつ けて おき,米 字型の立竹 の1筋 の下 にさ しこみ01筋 お きに右 廻 しに,渦 巻型

に立竹 にか らげて ゆ く。 これが廻 し竹 のは じめのタケとな る。 この とき片 ピザをつ き,

底 の中心 をおさえなが ら身体を廻 して廻 し竹 をいれて ゆ く。最初の1本 の廻 し竹 を廻

しおえた ら,い ままでの編み 目全体を裏がえ し,左 廻 しに廻 し竹を1本 だけいれ(結

果的 に表か らみ るとこの廻 し竹 も右廻 しとな ってい る),あ とは 裏 がえ しした りせず
                ふたこあみ

に立竹の間隔を手で加減 しなが ら,双 子編のやり方で立竹に廻 し竹をかけてゆ く。こ

れは底の面をたいらに編むための工夫のようである。 「廻 し竹をからげるのは縄をか

らげてゆくのと同じ*」ようにしてゆけばよいという。2番 目の廻 し竹をかけると,

ほぼ底の編目はきっちりと締 ってしまう。 「作業は小さいカゴを作るよ り0大 きいカ

ゴのほうが,か えって楽だ。慣れないと,廻 し竹を途中で折ってしまうことがある*」。

それさえ気をつければ,難 しいところはないはずだという。

 2番 目の廻 し竹か ら立竹の間隔を次第にひろげてゆくとき,左 手の手首をかえすよ

うにして0立 竹をひろげなが ら廻 し竹をからげてゆく。同時に右手でもとの目をおさ

え0な るべく立竹のあいだを等しくしてゆく。この辺の手加減が素人とプロの差だと

いう。

 底を編みおわると胴編にはいる。立竹を目分量でまるく擁め,左 側2本 目の立竹の

外側をとおして,胴 のまわりのハチマキという廻 し竹に端をさしこみ,端 同志をから

げて底まわりの台の部分をこしらえる。別に立竹をかがる廻 し竹を2本 用意 しておき,
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底を ピザにあて,立 竹を 内側へお したおす よ うに して立竹 をたて0廻 しをかけ,胴 を

こ しらえ る。最後 に立竹 の端を切 りそろえ形 を整 えると終 りとな る。

 こ うしてで きあが ったマル ショウギを計 ってみると,手 元 の標 本 で は 口 の 直 径

22cm・ 高 さ7cm,底 の直径18 cm,重 さ709と な って いる。 立竹 にも廻 し竹 に

も太 さ3な い し4 mmの タ ケがつかわれ0底 は厚 さ13mmに もな る。 立竹 にか

がる最初 の廻 し竹 の帯 の巾は15mmで,こ の廻 し竹 は底 の中心か ら3cmの あ た

りか らは じまってい る。2番 目の廻 し竹 の巾も15mmで,そ れか ら3番 目の双子編

状の廻 し竹 が2回 か け られてい る。よ くみ ると,1番 目の廻 し竹 と2番 目の廻 し竹 と

では,ど の立竹 を潜 り ・どの立竹 を飛 び こえるかの関係が逆にな っていることが わか

る。立竹 は縁の ところで擁 め られ,カ ゴを真上か らみた場合,む か って左側 の立竹2

本 の 内側を抜け,そ れか ら2本 外側を とお り,底 へ とお りて ゆき,ほ かの立竹 とか ら

みあ って切 りそ ろえ られている(附 図11)。                 O

  c. どの よ うなカ ゴが作 られて きたか

 オ カメザサを材料に した カゴ細工 には,オ カモチ とマル シ ョウギ の2つ の種類があ

る。オカモチはマル シ ョウギに手 をつ けたもので,マ ル シ ョウギ は クル ミや ク リや ウ

メな どをいれて,干 して お くの につか うとい う。 また,ウ ドンを うでるとき,ウ ドン

の水を切 るのにつか うとい う。昔は,ど この家 にもマル シ ョウギが5つ や6つ はあ っ

た ものだ とい う。無雑作 につ くられたよ うにみえるこの種の カゴも,実 際につ か って

みれ ば,2Q年 か ら3Q年 は つかえ るといわれてい る。

皿.若 干 の 考 察

 1 関東地方のタケカゴ細工は,は じめにも述べたように,た しかに,マ ダケを素

材にしたカゴ細工の展開としておさえることができよう。しかし,そ のかたわ らではi

専門のカゴ屋さんたちの手によらないシノやササ ・スズのカゴ細工が農閑副業として0

かなり広 くゆきわたっていた点もみのがせない。とくに,秩 父か ら上越地方にかけて

のササを用いたカゴ細工は,主 流派のカゴ細工 とはちがった面白さがあり,新 しく見

なおされてよいのではなかろうか。

 2 マダケを素材 とした伝統的なカゴ細工で,第1に 要求されるのはタケを所定の
                へ

厚 さと巾に剥 ぐことで ある。 「タ ケ剥 ぎ3年 」 とい って,こ れができれ ばカゴ屋の仕

事 もひ とつの関門をとおった といわれ るほ どである。そ うして作 られた立竹や廻 し竹

をつか ってつ くられるのは,関 東地方 では,東 北地方 ではほ とん どみ られなか った
                           おおぶ

(福島県下 をのぞいてほとんどみ られなかった)目 の大きい大振りな6つ 目カゴであ

り0ま た0厚 い身竹や皮竹を惜しげもなくつかった大振りのザルで,カ ゴ全体の形
  どうがえ

は 「胴返 し」という直径と深さとがほぼ等しい値をとるカゴの形がひとつの基本 とな
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る。 また,縁 仕上 げは,2重 巻の巻 口仕上 げで,こ の縁 の作 りがた くましいカゴの意

匠をよ びお こすひ とつ のポイ ン トとな ってい る。

 3 け れ ども,い っそ う広 い視野 にた ってみれば,関 東地方 のマダケのカ ゴ細工 は,

マ ダケを素材に したカ ゴ細工 の,も っとも北の1群 とみることがで きる。ネマガ リタ

ケ細工をや るカ ゴ屋 さんたちのいい方をか りれば0カ ゴ細工 は ネマガ リの 系列 と,
おおたけざい く

大竹細工,す なわちマダケやモウソウのカゴ細工,そ れにその他のカゴ細工の3系 列

にわかれるという。その区分にしたがえば関東地方のカゴ細工は大竹細工のもっとも

北の1群 を形成 しているのである。同時に関東地方は0お そらく,マ ダケのカゴ細工

が,も っとも発展 した地方 ということができよう。

 4 それなら,マ ダケのカゴ細工が,他 の地方より0か えって北の関東地方で展開

したのはどのよ うな条件からなのだろうか。それにつけて思いだされるのは近世以降

のこの地方の生産の足どりである。近世の関東の農業を特徴づけるのは雑穀農業だと

いう。自給肥料にたよる収益性の低い雑穀農業を補うために,こ こでは,は やくから

農間余業の駄賃つけや炭焼 ・薪伐り ・機織 ・糸引き・多様な工芸作物の栽培などがな

され,近 世の末ともなれば養蚕がひろがり,明 治前期にはマユとコメの農業へとまと

あられてゆく。ことに山間地帯の養蚕は全国で1位2位 を争 うほどのたかまりをみせ

る。そこへ昭和にはいると平野部の地域では疏菜栽培の近郊農業がさかんになりはじ
               

ある。よりこまあに掘 りおこしていかねばならないが,こ うした地域の構造がその土

地に根ざしたカゴの上に0カ ゴ細工の在り方に影響を与えないはずはない。

 5 詳 しくみると,ほ んのわずか しか離れていない地域でも,カ ゴにはその地域で

の好みがあり,胴 のすぼみ具合,廻 し竹の数(結 局カゴの深さ),縁 仕上げの形など,

それぞれ異なる。使 うひとの立場にたって,生 産とのかねあいも掘 りさげてみなけれ

ばならないが,「 ツボまわり」 という出職のカゴ屋さんたちの業態や,行 商をかねた

カゴ屋さんたちの商いが,こ のようなカゴの形の地域性を定着させるのに深 くかかわ

りあっていた ことも見逃せない。こうして,使 うひとと作るひとの直接的な関係の積

みかさねか ら,よ り暮らしに役立つカゴの意匠が生みだされる。

 6 前回め東北地方の場合もそうだったが,昔 から仕事をひきついできたカゴ屋さ

んたちは,よ ほどの好条件がないかぎり,い までは,ど こでもほとんど仕事をやめて

しまっている。わた したちが手ほどきをうけた15年前0あ れほど盛んだったカゴ細工

は,も う過去のものとなりつつあるといっても過言ではない。名のあるひとたちの仕

事や,有 名な職人たちの仕事,そ して民芸店の店先きにならぶカゴには注意をむける

けれども(そ れもまた当然なのだが)0お そかれはやかれ,使 いずて的につかわれる

生産のカゴなどは,影 さえみえなくなりそ うに思える。もう何年か したら0明 治の後

半から戦後にかけての暮 らしの移りゆきを具体的に示 して くれるこうした遺産は完全

に失われて しまうのではなかろうか。
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附 図 1 クレコミの背負カゴ

2 ザル目編の背負カゴ

3 ザル目編の背負カゴ

4 海苔洗いのザル

5 返 し縁の背負カゴ(右)群 馬県月夜野町

6 ビク,埼 玉県寄居町
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13延 縄 カゴの底編,本 文180頁 参照

14延 縄 カゴの縁編(2重 巻の巻口仕上げ)

15 キノコ トリのザルの縁編(2重 巻の巻口仕上げ)

!6メ カイカゴの底編(6つ 目編,力 骨いり)

17 6つ 目カゴ,埼 玉県寄居町

18共 縁の6つ 目カゴ,埼 玉県寄居町
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19 千葉県大原町のシ・イカゴ,本 文179頁 参照

20同 シ ・イカゴの底作りの枠,同 上

21同 シ ・イカゴの底編の中心部,同 上

22 同 シ ・イカゴの底編,本 文179頁 参照

23延 縄ザル,同 上

24 カゴ細工の道具,千 葉県大原町 同上   .

195


